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平成 29 年 9 月 14 日 

福井商工会議所 

 

県外大型店と買い物に関するアンケート調査結果報告書 

 

[調査目的］   小売商業界においては、日々変化する消費者ニーズや地域の商圏の動向を的確に把握

し、魅力ある店舗づくりに取り組むことが以前にも増して求められている。今回の調査

は県内の消費者が県外の商業施設をどのように利用しているか、その購買行動を明らか

にし県内商業者に情報提供することを目的に実施した。 

 

１．調査期間 平成 29 年 6 月 30 日（金）～7 月 14 日（金） 

２．調査対象 福井商工会議所議員企業の従業員及び福井市内に勤務する方  

３．調査方法 調査票は郵送または訪問により 1,037 枚配布し、郵送または訪問により回収 

４．回 答 数 647 件（回収率 62.4％） 

 

[属  性] 

性別 男性 47.1％、女性 52.9％ 配偶者の有無 有り 67.5％、無し 32.5％ 

年齢 
20 代以下 

16.5％ 

30 代 

23.6％ 

40 代 

25.7％ 

50 代 

23.9％ 

60 代以上 

10.3％ 

同 居 の 

家族構成 

単身 

6.3％ 

夫婦 

13.8％ 

親子 

54.6％ 

３世代 

23.2％ 

その他 

2.2％ 

居住地 

福井市 

65.0％ 

あわら市 

3.1％ 

坂井市 

15.0％ 

永平寺町 

1.9％ 

奥越 

1.9％ 

丹南 

12.5％ 

嶺南 

0.3％ 

県外 

0.3％ 

職業 

会社員 

 

79.1％ 

公務員・ 

団体職員 

11.5％ 

パート・ 

アルバイト 

5.9％ 

事業主・ 

役 員 

2.0％ 

専業主婦 

 

0.3％ 

学生 

 

0.3％ 

無職 

 

0.2％ 

その他 

 

0.6％ 
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[結果概要] 

１．県外での買い物動向について 

・特に独身や 30 代までの若い世代で、「買い物目的に県外へ出かけている」との回答が多い。 

・県外へ買い物に行く最も大きな理由は、「１か所に店が揃っているから」。 

・地域については、石川県へ買い物に出かけているとの回答が全体の約 85％にのぼる。 

 

２．福井市内大型店の利用状況について 

 ・「エルパ」は広域から多くの層を集客し、回答者全体で最も利用頻度が高いとの回答。 

 ・県内唯一の百貨店である「西武福井店」は、「エルパ」に次いで２番目に利用頻度が高いとの回答。 

 ・「ベル」「プラント３清水店」は丹南地域、「ワイプラザ新保店」は永平寺町居住の方の利用が比較的多い。 

 ・「ワイプラザ新保店」と「プラント３清水店」は、ホームセンターがある影響か女性より男性の利用割合が高い。 

  ・「ベル」「ワイプラザ新保店」「アピタ飯塚店」「パリオ」は、既婚者の回答割合が高いことから家族での利用が 

多いことがうかがえる。 

 

３．イオンモール新小松について 

 ・今年３月～６月の４か月間のうちに、全体の 43.6％がイオンモール新小松に行っており、石川、富山、滋賀県

の大型商業施設等の中では最も訪問者が多かった。 

 ・居住地別では、地理的に近いあわら市居住の方が最も多く訪れているとの回答。 

 ・家族で訪れているとの回答が約７割で、若い世代ほど訪れた回数が多くなっていると答えている。 

 ・買い物は約８割が１万円未満の支出で、お金を全く使わなかったとの回答は約１割。 

 ・「また行ってみたい」との回答が 65.6％と多く、その理由としては「気分転換に」が最も多かった。 

 ・買い物というより気分転換やレジャーとして出かけたい場所と捉えていると思われる。 

 

４．イオンモール新小松を除く県外大型商業施設の利用について 

・利用割合が高かったのは、「金沢 FORUS」、「三井アウトレットモール小矢部」、「三井アウトレットモール竜王」

の順。 

・「金沢 FORUS」の利用者層は、「独身、女性、20 代」の回答割合が高かった。 

・ファミリー層にはアウトレットモールに人気があった。 
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１．今年３月～６月までの期間における県外での買い物について 

問１．買い物を目的に何回県外へ行きましたか？ 

～独身者や若い世代は高頻度で県外へ買い物に～ 

今年３月からの４か月間で、買い物を目的に何回県外へ行ったかについてたずねた。全体の 65.5％が

１回以上は県外へ買い物に行っている（図 1-1-1）。特に独身や 30 代までの若い世代と女性では「０回」

の回答割合は全体と比較して少なく、県外へ買い物に出かけた回数そのものが多くなっている（図 1-1-2、

1-1-3、1-1-4）。20 代以下では、5 回以上出かけたとの回答割合が 25.2％となっており、４人に１人が１

か月に１回以上、県外へ買い物に出かけた計算である（図 1-1-4）。 

 

 

 

 

 

０回 34.5％

1回 17.4％

2回 19.2％

3回

11.9％

4回 4.4％

5回以上

12.6％

図1-1-1  買物を目的に県外へ行った回数

37.0

32.4

19.2

15.7

18.2

20.4

10.6

13.3

5.5

3.4

9.6

14.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男

女

図1-1-2 買物を目的に何回県外へ行ったか（性別）

０回 1回 2回 3回 4回 5回以上 ｎ＝616 

ｎ=620 
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問２．誰と県外へ買い物に行きましたか？ 

～既婚者及び 30代以降は家族と県外へ、独身者及び 20 代以下は友人・知人と県外へ～ 

 誰と県外へ買い物に行ったかについて、最も多いケースは、「家族」との回答が 67.4％。次いで「友人・

知人」25.1％の順（図 1-2-1）。配偶者の有無と年代層で傾向の違いがはっきりと表れた。既婚者及び 30

代以降は「家族」と、独身及び 20 代以下は「友人・知人」と県外へ買い物に出かけている傾向が強い（図

1-2-3、1-2-4）。 

 また、「友人・知人」との回答は、女性の方が男性に比べ 19.1 ポイントも多くなっており、買い物へ

出かけるという行動に対する男女差が大きく表れている（図 1-2-2）。 

36.0

32.3

20.0

12.3

18.1

20.5

10.9

14.4

5.3

2.1

9.7

18.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

配偶者あり

配偶者なし

図1-1-3

買物を目的に何回県外へ行ったか（配偶者の有無別）

０回 1回 2回 3回 4回 5回以上

18.4

30.0

40.3

40.0

44.6

17.5

16.7

18.2

16.4

20.0

21.4

24.0

17.0

17.9

13.8

14.6

11.3

9.4

14.3

10.8

2.9

4.0

6.3

3.6

4.6

25.2

14.0

8.8

7.9

6.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

20代以下

30代

40代

50代

60代以上

図1-1-4

買物を目的に何回県外へ行ったか（年代別）

０回 1回 2回 3回 4回 5回以上

ｎ=609 

ｎ=617 
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家族と

67.4％

友人・知人と

25.1％

1人で 7.3％ その他

0.2％

図1-2-1

誰と県外へ買い物に行ったか

75.8

61.1

14.2

33.3

9.5

5.6

0.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男

女

図1-2-2 誰と県外へ買い物に行ったか（男女別）

家族と 友人・知人と 1人で その他

90.2

23.9

4.7

63.4

5.1

12.0

0.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

配偶者あり

配偶者なし

図1-2-3

誰と県外へ買い物に行ったか（配偶者の有無別）

家族と 友人・知人と 1人で その他

ｎ=424 

ｎ=418 

ｎ=427 
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問３．どこの地域に買い物に行きましたか？ 

～石川県へ買い物に行ったとの回答が圧倒的多数～ 

県外へ買い物に行った方に、具体的に県外のどの地域に行ったかをたずねたところ、「石川県」との回

答が 85.7％となった。次いで「滋賀県」23.9％、「富山」23.4％の順（図 1-3-1）。福井では、京都や金沢

へ買い物や遊びに行く若者の事をかつて「京金族」と呼んだものだが、今回の調査では「京都」は 18.2％

と４位にとどまっている。京都府内に大きな商業施設やブランド店などがさほど立地していないことが

要因であろう。滋賀県・富山県が２位・３位になった要因としては、両地域に近年、アウトレットモー

ルが出来たことが大きな要因だと思われる。 

 

 

36.0

64.2

83.3

77.4

85.7

53.5

28.4

10.8

15.1

8.6

10.5

6.4

5.9

7.5

5.7

0.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

20代以下

30代

40代

50代

60代以上

図1-2-4 誰と県外へ買い物に行ったか（年代別）

家族と 友人・知人と 1人で その他

5.7％

1.7％

8.6％

9.6％

15.5％

18.2％

23.4％

23.9％

85.7％

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0

その他

三重県

東京都

愛知県

大阪府

京都府

富山県

滋賀県

石川県

図1-3-1  どこの地域に買い物に行ったか(複数回答）

ｎ=425 

ｎ=406 
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問４．県外へ買い物に行く理由は？ 

～１か所に店が揃っている利便性との回答が最多～ 

 県外へ買い物に行く理由としては、「１か所に店が揃っている」が 35.9％と最も多く、次いで「そこに

しかないものがある」28.7％、「１店舗あたりの品揃えが豊富」26.9％となっている。県外へ買い物に行

く理由として、価格ではなくまとめ買いが出来る利便性や自分の欲しい物へのこだわりを重視している

ことがうかがえる（図 1-4-1）。年代別にみると若い世代ほど、「１か所に店が揃っている」ことを重視す

る傾向が強い。一方で 50 代では「そこにしかないものがある」が 30.5％と最も多く、次いで「１店舗あ

たりの品揃えが豊富」26.6％、「１か所に店が揃っている」24.7％となっている（図 1-4-2）。 

 

 

 

県外へ買物に行く理由（年代別 ベスト３）                   (図 1-4-2) 

 20 代以下 30 代 40 代 50 代 60 代以上 

１位 

 

 

 

1 か所に店が揃って

いる 

（52.8％） 

1 か所に店が揃って

いる 

（42.1％） 

1 か所に店が揃って

いる 

（34.3％） 

そこにしかないもの

がある 

（30.5％） 

1 か所に店が揃って

いる 

（24.2％） 

２位 

 

 

 

1 店舗あたりの品揃

えが豊富 

（28.3％） 

1 店舗あたりの品揃

えが豊富 

（32.9％） 

そこにしかないもの

がある 

（26.5％） 

1 店舗あたりの品揃

えが豊富 

（26.6％） 

1 店舗あたりの品揃

えが豊富 

（16.7％） 

３位 

 

 

 

買い物以外で楽しめ

る施設やイベントが

ある 

（21.7％） 

そこにしかないもの

がある 

（32.2％） 

1 店舗あたりの品揃

えが豊富 

（24.7％） 

1 か所に店が揃って

いる 

（24.7％） 

そこにしかないもの

がある 

（15.2％） 

買い物以外で楽しめ

る施設やイベントが

ある（15.2％） 

 

  

6.2％

0.3％

3.9％

4.6％

7.1％

8.2％

15.9％

26.9％

28.7％

35.9％

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0

その他

特別なサービスがある

店の雰囲気・接客などがよい

交通の便がよい

価格が安い

家族連れで買い物しやすい

買い物以外で楽しめる施設やイベントがある

1店舗あたりの品揃えが豊富

そこにしかないものがある

1か所に店が揃っている

図1-4-1 県外へ買い物に行く理由（複数回答）

ｎ=406 
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２．福井市内の大型店舗（店舗面積 10,000 ㎡以上）の利用状況について 

問１．利用頻度が高い福井市内の大型店を教えてください 

～福井市内大型店は客層の違いで共存～ 

 福井市内で利用頻度が高いと回答した大型店は、「エルパ」が 56.7％と最も多く、次いで「西武福井店」

30.8％、「ベル」30.1％となっている。店舗面積が４万㎡以上と最も大きいエルパの吸引力を示す結果と

なった。県内唯一の百貨店である「西武福井店」は、「エルパ」に次いで２番目に利用頻度が高い結果と

なった（図 2-1-1）。 

 「ワイプラザ新保店」と「プラント３清水店」については、女性より男性の回答頻度が高く、これは

店内にホームセンターが併設されているためだと思われる（図 2-1-2）。また、「ベル」「ワイプラザ新保

店」「アピタ飯塚店」「パリオ」は、既婚者の回答割合が高いことから家族での利用が多いことがうかが

える（図 2-1-3）。立地特性として、「ベル」「プラント３清水店」は丹南に居住する方の利用割合が多く、

「ワイプラザ新保店」は永平寺町に居住する方の利用割合が高くなっている（図 2-1-4）。エルパは広域

から多くの層を取り込んでいるが、その他の店舗では居住地や回答者の家族形態により、それぞれ客層

の違いがみられる。 

 

 

 

 

7.7％

9.1％

15.0％

15.0％

15.1％

30.1％

30.8％

56.7％

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0

利用なし

プラント３清水店

アピタ飯塚店

パリオ

ワイプラザ新保店

ベル

西武福井店

エルパ

図2-1-1   利用頻度が高い福井市内大型店（複数回答）

11.2

10.2

12.2

14.9

17.2

27.7

24.8

52.1

4.7

8.2

17.6

15.3

12.9

32.1

35.9

60.6

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0

利用なし

プラント３清水

アピタ飯塚

パリオ

ワイプラザ新保

ベル

西武福井店

エルパ

図2-1-2 利用頻度が高い市内大型店（男女別）

女

男

ｎ=643 

％ 

ｎ=647 
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利用頻度が高い福井市内の大型店（複数回答 居住地別ベスト３）              （図 2-1-4） 

 

順位 

回答者の居住地 

福井市 あわら市 坂井市 永平寺町 奥越 丹南 嶺南 

１位 

 

エルパ 

（53.4％） 

エルパ 

（50.0％） 

エルパ 

（78.1％） 

エルパ 

（91.7％） 

エルパ 

（75.0％） 

エルパ 

（43.8％） 

エルパ 

（50.0％） 

２位 

 

西武福井店 

（34.9％） 

ベル 

（10.0％） 

西武福井店 

（21.9％） 

ワイプラザ新保 

（66.7％） 

西武福井店 

（41.7％） 

ベル 

（41.3％） 

西武福井店 

（50.0％） 

ベル 

（34.9％） 

パリオ 

（10.0％） 

３位 パリオ 

（19.2％） 

西武福井店 

（5.0％） 

ワイプラザ新保 

（18.8％） 

西武福井店 

（33.3％） 

ワイプラザ新保 

（25.0％） 

西武福井店 

（23.8％） 

利用なし 

（50.0％） 

プラント３清水 

（5.0％） 

 

  

7.5

8.4

17.7

16.3

15.9

32.4

27.0

54.5

8.7

10.1

9.7

12.6

13.0

26.1

38.2

60.9

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0

利用なし

プラント３清水

パリオ

アピタ飯塚

ワイプラザ新保

ベル

西武福井店

エルパ

図2-1-3

利用頻度が高い福井市内の大型店（配偶者の有無別）

配偶者なし 配偶者あり

ｎ=636 

％ 
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３．今年３月～６月の期間内における「イオンモール新小松」での買い物について 

問１．今年３月に小松市にオープンした「イオンモール新小松」には何回行きましたか？ 

～43.6％の方が行き、回数としては１回だけ行った方が最も多い～ 

「イオンモール新小松」に行った方は全体の 43.6％おり、同モールに何回行ったかについてたずねた

ところ、回数としては「１回」（31.2％）が最も多かった（図 3-1-1）。 

内訳を見ると男性より女性の方が「行った」との回答割合が 5.8 ポイント多い（図 3-1-2）。また地理

的に近い「あわら市」に居住する方は、「行った」との回答が 57.9％と居住地別で最も多く、「5 回以上

行った」との回答も 5.3％あった（図 3-1-4）。年代別では若い世代ほど行っている頻度が高く 20 代以下

では過半数の 53.8％が行ったと回答している（図 3-1-3）。 

 

 

 

 

 

 

1回 31.2％

2回 7.5％

3回 3.4％

4回 0.7％5回以上

0.8％

行っていな

い 56.4％

図3-1-1 イオンモール新小松に行った回数

27.3

34.8

6.6

8.1

4.5

2.5

0.7

0.6

1.4

0.3

59.5

53.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男

女

図3-1-2 イオン新小松へ行った回数（男女別）

1回 2回 3回 4回 5回以上 行っていない

ｎ=615 

ｎ=607 



11 

 

 

 

 

  

37.5

35.4

30.6

25.2

26.3

10.6

6.1

8.3

8.4

1.6

3.8

4.1

3.8

2.1

3.2

0.7

1.3

0.7

1.9

0.7

0.6

0.7

46.2

53.1

55.4

62.9

68.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

20代以下

30代

40代

50代

60代以上

図3-1-3 イオン新小松に行った回数（年代別）

1回 2回 3回 4回 5回以上 行っていない

31.9

26.3

30.5

33.3

8.3

32.1

50.0

6.2

21.1

11.6

25.0

5.1

4.4

5.3

2.1

8.3

0.8

1.1

0.8

5.3

1.3

56.0

42.1

54.7

66.7

58.3

61.5

50.0

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0

福井市

あわら市

坂井市

永平寺町

奥越

丹南

嶺南

図3-1-4 イオン新小松へ何回行ったか（居住地別）

1回 2回 3回 4回 5回以上 行っていない

ｎ=612 

％ 

ｎ=608 
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問２．誰と「イオンモール新小松」に行きましたか 

～家族と行ったとの回答が約７割で最多～ 

誰と「イオンモール新小松」に行ったかについては、「家族」との回答が 74.4％と最も多く、次いで「友

人・知人」20.7％となった（図 3-2-1）。既婚者では 90.1％が「家族」と回答している（図 3-2-2）。これ

とは反対に「友人・知人」と回答した割合が高かったのは、独身者及び 20 代以下であり、独身者 53.0％、

20 代以下 50.9％となっている（図 3-2-3）。 

 

 

 

家族と

74.4％

友人・知人

と20.7％

1人で 4.4％ その他

0.4％

図3-2-1

誰とイオン新小松に行ったか

90.1

39.8

6.1

53.0

3.3

7.2

0.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

配偶者あり

配偶者なし

図3-2-2

誰とイオン新小松に行ったか（配偶者の有無別）

家族と 友人・知人と 1人で その他

40.3

80.0

84.5

84.9

88.9

50.9

15.7

9.9

13.2

11.1

8.8

2.9

5.6

1.9

1.4

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

20代以下

30代

40代

50代

60代以上

図3-2-3 誰とイオン新小松へ行ったか（年代別）

家族と 友人・知人と 1人で その他

ｎ=270 

ｎ=264 

ｎ=269 

％ 
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問３．「イオンモール新小松」で飲食または買い物をしましたか？ 

～飲食も買い物もしなかったとの回答も約１割～ 

 イオンモール新小松で飲食または買い物をしたかについて、「飲食も買い物もした」との回答が 58.1％、

以下「買い物のみ」20.5％、「飲食のみ」12.0％、「飲食も買い物もしなかった」9.3％との結果であった。

ショッピングセンターに行ったにも関わらず、飲食のみとの回答者（消費者）が約１割、飲食も買い物

もしなかったとの回答も約１割あった（図 3-3-1）。 

 

 

問４．具体的にどんな買い物をしましたか？（複数回答） 

～「衣類」が最多、次いで「食料品」～ 

イオンモール新小松で買物をした方に対して、具体的に何を買ったかをたずねたところ、「衣類」が

76.4％と最も多くなっており、次いで「食料品」36.9％、「インテリア・雑貨」28.1％となっている（図

3-4-1）。 

 

 

 

  

飲食のみ

12.0％

飲食も買い物もした

58.1％

買い物のみ

20.5％

飲食も買い物もしなかっ

た 9.3％

図3-3-1

イオン新小松で買物・飲食をしたか

2.5％

2.5％

3.4％

18.7％

21.7％

28.1％

36.9％

76.4％

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

その他

化粧品

本・音楽

靴・バッグ

日用品

インテリア・雑貨

食料品

衣類

図3-4-1 具体的に買った物（複数回答）

ｎ=203 

ｎ=258 
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問５．イオンモール新小松で買い物のために１訪店あたり支払った金額は？ 

～約８割が１万円未満の消費支出～ 

買物（＝飲食以外の支出）のために一訪店で支払った金額は、「5 千円未満」が 39.4％、「5 千円以上１

万円未満」が 39.9％となり、約８割（79.3％）が１万円未満の支払額と回答した（図 3-5-1）。逆に１万

円以上の支払額が多かったのは、独身者（13.6％）より既婚者（23.7％）で（図 3-5-2）、年代別では 40

代（31.0％）・50 代（30.2％）が比較的多く回答している（図 3-5-3）。収入の額や家族にかかる費用を考

えれば、40 代 50 代は最も支出が増える時期であり、当然の結果といえる。 

 

 

 

5千円未満

39.4％５千円以上1万円未満

39.9％

１万円以上3万円未

満 19.3％

3万円以上

1.4％

図3-5-1

イオン新小松で買物に使った金額

37.2

45.5

39.2

40.9

22.3

12.1

1.4

1.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

配偶者あり

配偶者なし

図3-5-2

イオン新小松で買物に使った金額（配偶者の有無別）

5千円未満 5千円以上1万円未満 1万円以上3万円未満 3万円以上

40.0

41.4

41.4

39.5

15.4

46.7

48.3

27.6

30.2

69.2

11.1

10.3

29.3

27.9

15.4

2.2

1.7

2.3

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

20代以下

30代

40代

50代

60代以上

図3-5-3

イオン新小松で買物に使った金額（年代別）

5千円未満 5千円以上1万円未満 1万円以上3万円未満 3万円以上

ｎ=217 

ｎ=218 

ｎ=218 

％ 
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問６．イオンモール新小松で飲食のためにあなたが１訪店で支払った金額は？ 

～支払額は回答者全体では千円以上 2千円未満が多いが、性別や年代等でバラツキがある～ 

 飲食のために１訪店で支払った額は、「千円以上２千円未満」が 37.0％と最も多く、次いで「2 千円以

上３千円未満」21.5％、「千円未満」及び「4 千円以上５千円未満」がともに 11.6％となっている（図 3-6-1）。 

 女性では「千円以上 2 千円未満」との回答が 46.6％と最も多かったのに対し、男性は「2 千円以上 3

千円未満」が 30.3％で最も多い（図 3-6-2）。また、独身者では 2 千円未満が 73.7％に対し既婚者では 2

千円未満が 36.2％となっている（図 3-6-5）。年代別では年齢の高い世代ほど、支出額が多い回答傾向と

なった（図 3-6-4）。  

 「友人・知人」「家族」で行った方は千円以上 2 千円未満の回答割合が高いのに対し、一人で行った方

は、「千円未満」での回答が 66.7％と最も多い（図 3-6-5）。 

 

 

 

 

 

千円未満

11.6％

千円以上2千円未満

37.0％

2千円以上3千円未

満 21.5％

3千円以上4千円未満

6.6％

4千円以上5千円未満

11.6％

5千円以上1万円未満

10.5％

1万円以上

1.1％

図3-6-1

イオン新小松で飲食に使った金額

10.5

12.6

23.7

46.6

30.3

14.6

9.2

4.9

11.8

11.7

13.2

8.7

1.3

1.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男

女

図3-6-2

イオン新小松で飲食に使った金額（男女別）

千円未満 千円以上2千円未満 2千円以上3千円未満

3千円以上4千円未満 4千円以上5千円未満 5千円以上1万円未満

1万円以上

ｎ=181 

ｎ=179 
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5.9

22.8

30.3

50.9

26.1

12.3

8.4

3.5

14.3

7.0

13.4

3.5

1.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

配偶者あり

配偶者なし

図3-6-3 イオン新小松で飲食に使った金額

（配偶者の有無別）

千円未満 千円以上2千円未満 2千円以上3千円未満

3千円以上4千円未満 4千円以上5千円未満 5千円以上1万円未満

1万円以上

21.4

13.7

6.8

3.1

9.1

52.4

33.3

27.3

37.5

27.3

11.9

17.6

34.1

21.9

27.3

4.8

9.8

9.1

9.1

7.1

11.8

6.8

25.0

9.1

2.4

13.7

13.6

9.4

18.2

2.3

3.1

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

20代以下

30代

40代

50代

60代以上

図3-6-4 イオン新小松で飲食に使った金額（年代別）

千円未満 千円以上2千円未満 2千円以上3千円未満

3千円以上4千円未満 4千円以上5千円未満 5千円以上1万円未満

1万円以上

7.5

15.0

66.7

100.0

30.6

60.0

33.3

26.1

10.0

9.0 11.9

12.5

13.4

2.5

1.5

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

家族と

友人・知人と

1人で

その他

図3-6-5   イオン新小松で飲食に使った金額

（一緒に訪店した人別）

千円未満

千円以上2千円未満

2千円以上3千円未満

3千円以上4千円未満

4千円以上5千円未満

5千円以上1万円未満

1万円以上

ｎ=180 

ｎ=176 

％ 

ｎ=181 
％ 
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問７．イオンモール新小松にまた行きたいか？ 

～また行きたいとの回答は６割を超えるが、その理由は「気分転換」が最多～ 

 イオンモール新小松にまた行きたいかたずねたところ、「行きたい」との回答は 65.6％と最も多く、「行

こうと思わない」26.1％、「分からない」8.3％の順（図 3-7-1）。「行きたい」と答えた方は、30 代（70.1％）

と訪れた際に飲食も買い物もしている方（73.2％）が比較的多い（図 3-7-2、3-7-3）。 

 また行きたい理由としては、「気分転換に」が 44.0％、「施設や店が新しい」が 37.3％、「特定の店が

ある」36.1％となっている（図 3-7-5）。また行こうと思わない理由としては、「一度行ってみたかっただ

け」が 56.1％と最も多く、「地元で事が済む」も 27.3％あった（図 3-7-6）。福井市内大型店の利用頻度

と併せて見てみると、「西武福井店」の利用層は、イオン新小松に「また行こうと思わない」が 43.0％と

最も多い（図 3-7-4）ことから、百貨店の常連客のような客層とは求める商品やサービスの質が異なって

いることがうかがえる。 

こうしたことから、この施設への訪店が、買い物をすることが第一の目的でなく余暇を利用したレジ

ャーの一環として捉えている方が多いことがうかがえる。福井県内の商業施設にはレジャー的な要素が

少ないのかもしれない。店舗側は消費者が楽しめるアトラクションやアミューズメントなどをさらに取

り入れることが出来れば、県外への顧客流出を抑えることができるかもしれない。 

 

 

 

行きたい

65.6％

行こうと思わない

26.1％

分からない

8.3％

図3-7-1 イオン新小松にまた行きたいか

62.3

70.1

68.2

65.3

52.9

24.5

22.4

25.8

24.5

47.1

13.2

7.5

6.1

10.2

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

20代以下

30代

40代

50代

60代以上

図3-7-2   イオン新小松へまた行きたいか（年代別）

行きたい 行こうと思わない 分からない

ｎ=253 

ｎ=253 
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41.9

73.2

63.5

51.6

18.8

30.8

60.0

6.5

8.1

5.8

40.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

飲食のみ

飲食も買い物もした

買い物のみ

飲食も買い物もしなかった

図3-7-3 イオン新小松にまた行きたいか

（飲食または買い物をした人別）

行きたい 行こうと思わない 分からない

83.3

64.0

64.1

57.9

63.2

73.2

50.6

67.5

16.7

28.0

25.6

34.2

26.3

19.5

43.0

24.3

8.0

10.3

7.9

10.5

7.3

6.3

8.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

利用なし

プラント３清水店

パリオ

アピタ飯塚店

ワイプラザ新保店

ベル

西武福井店

エルパ

図3-7-4

イオン新小松にまた行きたいか

（利用頻度が多い福井市内大型店別）

行きたい 行こうと思わない 分からない

5.4％

12.7％

21.7％

22.3％

36.1％

37.3％

44.0％

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0

その他

子連れで行き易い

買い物以外も楽しめる

長時間すごせる

特定の店がある

施設や店が新しい

気分転換に

図3-7-5

イオン新小松にまた行きたい理由（複数回答）

ｎ=258 

ｎ=253 

ｎ=166 
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問８．イオンモール新小松で買い物も飲食もしなかった理由 

～元々買い物をするつもりがなかった方も～ 

 イオン新小松で買物も飲食も「しなかった」と回答した方（訪れた方全体の 9.3％）にその理由を尋ね

たところ、「欲しいものがなかった」39.1％、「元々買い物をするつもりがなかった」39.1％の順となっ

た（図 3-8-1）。 

 

 

  

9.1％

0.0％

3.0％

4.5％

9.1％

27.3％

56.1％

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0

その他

子連れで行きにくい

交通費がかかる

広くて疲れる

遠い

地元で事が済む

一度行ってみたかっただけ

図3-7-6

イオン新小松にまた行こうと思わない理由（複数回答）

欲しいものがな

かった 39.1％

元々買い物をするつもり

がなかった 39.1％

その他

21.7％

図3-8-1

イオン新小松で買物・飲食しなかった理由

ｎ=66 

ｎ=23 
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問１．石川・富山・滋賀県の大型商業施設等（イオンモール新小松以外）の中でどこへ行きましたか？ 

 ～若い独身世代は金沢ＦＯＲＵＳ、既婚者はアウトレットモールやコストコを多く利用～ 

石川・富山・滋賀県の大型商業施設等でイオンモール新小松以外で訪れているのは、石川県の「金沢

FORUS」が 20.9％と最も多く、次いで「三井アウトレット小矢部」16.7％となっている。石川・富山・

滋賀県の大型商業施設等にはどこにも「行っていない」との回答も 28.1％あった（図 4-1-1）。行った回

数については、それぞれの商業施設で平均して１回または２回がほとんどであった。 

独身者や女性の方が各商業施設を訪れているとの回答割合が高い。ただし、「三井アウトレット小矢部」

「コストコ野々市」は独身者より既婚者の方が訪れている回答割合が高く、「総曲輪商店街」「三井アウ

トレット小矢部」「金沢竪町」「香林坊」は女性より男性が訪れているとの回答割合が高い。特に「金沢

FORUS」は顧客層に特徴が見られ、独身者、女性、20 代の回答割合が高い結果となった。（図 4-1-2、

4-1-3、4-1-4） 

 

 

4.2％

12.8％

20.9％

3.1％

9.1％

4.6％

8.7％

16.7％

2.0％

1.1％

0.3％

14.8％

28.1％

0.0 5.0 10.0 15.0 20.0 25.0 30.0

イオンモールかほく

コストコ野々市

金沢FORUS

片町きらら

香林坊

金沢竪町

金沢百番街

三井アウトレット小矢部

イオンモール高岡

富山駅前

総曲輪

三井アウトレット竜王

行っていない

図4-1-1

訪れた石川・富山・滋賀県内の大型商業施設等（複数回答）

4.0

9.6

14.5

2.6

9.9

4.6

5.3

19.1

1.3

1.0

0.7

13.9

32.3

4.4

15.9

26.5

3.5

8.5

4.4

11.5

14.4

2.6

1.2

0.0

15.6

24.4

0.0 5.0 10.0 15.0 20.0 25.0 30.0 35.0

イオンモールかほく

コストコ野々市

金沢FORUS

片町きらら

香林坊

金沢竪町

金沢百番街

三井アウトレット小矢部

イオンモール高岡

富山駅前

総曲輪

三井アウトレット竜王

行っていない

図4-1-2

訪れた石川・富山・滋賀県内の大型商業施設等（男女別）

女 男

ｎ=643 

％ 

ｎ=647 

４．今年３月～６月までの期間内において訪れた石川・富山・滋賀県内の大型商業施設について 

（イオンモール新小松を除く） 



21 

 

 

 

訪れた石川・富山・滋賀県内の大型商業施設等（複数回答 年代別ベスト３）  （図 4-1-4） 

 20 代以下 30 代 40 代 50 代 60 代以上 

１位 

 

 

 

金沢 FORUS 

（41.5％） 

金沢 FORUS 

（26.3％） 

行っていない 

（30.1％） 

行っていない 

（29.2％） 

行っていない 

（39.4％） 

２位 

 

 

 

三井アウトレット 

竜王（27.4％） 

行っていない 

(25.0％) 

三井アウトレット 

小矢部（18.1％） 

金沢 FORUS 

（16.9％） 

香林坊 

（13.6％） 

３位 

 

 

 

行っていない

（20.8％） 

コストコ野々市 

（19.1％） 

金沢 FORUS 

（13.3％） 

 

三井アウトレット 

小矢部（16.2％） 

三井アウトレット 

小矢部（12.3％） 

三井アウトレット 

竜王（13.3％） 

 

 

  

4.0

13.8

14.7

1.9

7.7

2.6

5.6

17.9

1.6

0.9

0.2

14.5

26.8

4.8

11.6

34.3

5.8

10.6

8.2

14.5

12.6

2.9

1.0

0.5

15.5

30.9

0.0 5.0 10.0 15.0 20.0 25.0 30.0 35.0 40.0

イオンモールかほく

コストコ野々市

金沢FORUS

片町きらら

香林坊

金沢竪町

金沢百番街

三井アウトレット小矢部

イオンモール高岡

富山駅前

総曲輪

三井アウトレット竜王

行っていない

図4-1-3

訪れた石川・富山・滋賀の大型商業施設等（配偶者の有無別）

配偶者なし 配偶者あり

ｎ=636 

％ 
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[まとめ] 

県外大型商業施設の利用について着目し、福井県内の消費者の購買行動を明らかにした。独身者や 30

代までの若い世代では、買い物を目的に県外へ出かけている回答割合が高かった。特に地理的に近い石

川県へ最も多く買い物に出かけていることが分かった。具体的な行先としては、「イオンモール新小松」

が全体で最も多く、20代以下の独身女性は「金沢 FORUS」との回答が多くなっている。同じく 20 代以下

の独身女性をターゲットにしていると思われる金沢市の「片町きらら」の利用は非常に少ない回答結果

となった。 

県外へ買い物に行く最も大きな理由は、「１か所に店が揃っているから」との回答が最も多かった。こ

れは、衣服などの買い回り品を購入する際には、いくつかの店舗を見て回り比較検討してから買いたい

との消費者ニーズがあるためと思われる。 

 福井県内の消費者の福井市内大型店の利用状況についても明らかにした。「エルパ」は、福井県内全域

から年代等を問わず幅広く集客している広域型のショッピングセンターであることが調査結果から裏づ

けられた。福井市中心市街地に立地する「西武福井店」は、県内全域から集客しており、福井県内唯一

の百貨店としての存在感を示した。その他の福井市内ショッピングセンターは既婚者の利用割合が高く、

家族の為の日常的な買い物に多く利用されていることがうかがえた。 

 また、今年３月に小松市にオープンした「イオンモール新小松」での福井の消費者の買い物実態を把

握した。「イオンモール新小松」は、石川・富山・滋賀県内の大型商業施設等の中で最も訪問者が多く、

回答者全体の 43.6％が１回以上行ったことがあると回答している。「イオンモール新小松」に行った方が

「また行きたい」と答えたのは 65.6％で、また行きたい理由としては、「気分転換に」が 44.0％と最も

多くなっている。買い物額については、わざわざ小松市まで出かけたにもかかわらず、約８割の回答が

１万円未満の支出となっており、お金を「全く使わなかった」との回答も約１割あった。こうしたこと

から、「イオンモール新小松」への訪店は、買い物をすることが第一の目的でなく、余暇を利用したレジ

ャーの一環として捉えている人が多いことがうかがえた。福井県内の商業施設には、レジャー的な要素

が少ない可能性があり、店舗側は消費者が楽しめるアトラクションやアミューズメントなどをさらに取

り入れることが出来れば、県外への顧客流出を抑えることができるかもしれないことが分かった。 

今後、イオンモールは白山市で北陸最大級の商業施設をオープンさせる予定であり、その周囲に家電

量販店や飲食店などの全国チェーンも進出して超広域の商圏を形成することが想定される。福井市内の

ショッピングセンターは、地元密着型の商業施設という位置づけを明確にして、固定客を増やしていく

ことが肝心だといえる。具体的な取り組み案としては、地元の小・中学校の課外授業の受け入れ、専門

学校生や大学生主体の各種コンテストやシルバー世代向けのカルチャー教室、小さい子供が体を動かし

遊べるスペースの提供など、地域のコミュニティの場として買い物以外の要素で地元の方に来店しても

らえる機能を強化するのである。 

 


